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 �

２
月
２
日
、
川
崎
市
中
原

区
の
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た
「
川
崎
国
際
環

境
技
術
展
２
０
１
３
」
に
お

い
て
、
「
か
わ
さ
き
環
境
シ

ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
大
賞
２
０

１
２
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
大
賞
を
受
賞
し
た
本
学

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
り
組

み
「
空
調
設
備
許
可
運
転
方

式
及
び
換
気
制
御
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
電
力
使
用
量
削
減
ほ

か
」
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
た
（
本
紙
第
５
０
６

号
既
報
）。

こ
の
賞
は
、
川
崎
市
が
行

う
「
平
成
２４
年

度
省
エ
ネ
創
エ

ネ
新
技
術
導
入

促
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
設

け
ら
れ
、
川
崎

市
内
の
企
業
や

学
校
な
ど
か
ら

応
募
さ
れ

た

『
省
エ
ネ
・
創

エ
ネ
効
果
を
上

げ
る
技
術
や
商

品
』
の
中
か
ら

優
れ
た
も
の
を

選
定
し
て
表
彰
す
る
も
の
。

専
修
大
学
は
、
１
９
９
３

年
か
ら
学
生
の
学
習
環
境
向

上
を
理
念
と
し
て
、
▽
教
職

員
や
学
生
が
そ
の
日
の
外
気

温
度
と
室
内
温
度
に
合
わ
せ

て
個
別
に
各
教
室
の
空
調
を

調
節
で
き
る
「
許
可
運
転
方

式
」
▽
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス

に
滞
在
す
る
時
間
帯
に
お
い

て
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
基
準

値
を
超
え
る
と
自
動
的
に
室

内
空
気
を
入
れ
換
え
る
「
換

気
制
御
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

に
よ
り
、
約
７０
％
の
省
エ
ネ

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

表
彰
式
で
は
受
賞
者
の
事

例
発
表
も
行
わ
れ
、
こ
の
取

り
組
み
に
携
わ
っ
て
き
た
管

理
課
職
員
が
そ
の
概
要
を
来

場
者
に
紹
介
し
た
（
７
面
に

関
連
記
事
）。

「
強
い�
専
大
ス
ポ
ー
ツ
�
を

取
り
戻
そ
う
」―
―
。専
修
大
学

ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ（
代
表
∥
宮
岡
孝
之
理
事
・

法
科
大
学
院
教
授
）
が
誕
生
、

１
月
２７
日
に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

東
都
大
学
野
球
連
盟
の
創
設

校
の
一
つ
で
最
多
優
勝
を
誇
る

野
球
部
、
箱
根
駅
伝
６７
回
の
出

場
が
あ
る
陸
上
競
技
部
、
数
々

の
名
選
手
を
出
し
た
ラ
グ
ビ
ー

部
、
そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で

も
専
大
は
強
豪
校
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
。

本
学
の
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
目
指
し
、
オ
ー
ル
専
修

で
応
援
に
結
集
し
よ
う
と
同
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
足
。

設
立
総
会
当
日
は
日
髙
義
博
理

事
長
・
学
長
は
じ
め
校
友
、
学

生
、
教
職
員
の
ほ
か
野
球
部
、

陸
上
競
技
部
、ラ
グ
ビ
ー
部
、サ

ッ
カ
ー
部
の
監
督
、
コ
ー
チ
ら

１
２
０
人
が
集
ま
っ
た
。

宮
岡
代
表
は
「
応
援
に
よ
っ

て
学
生
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
引
き
出
し
た
い
。
専
大
に
帰

属
意
識
を
持
ち
、
絆
を
深
め
る

よ
う
な
会
に
し
て
い
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

〈
ニ
ュ
ー
ス
専
修
年
間
購
読
の
ご
案
内
〉

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２

０
１
３
年
度
（
４
月
か
ら
１
年
間
）
の
年

間
購
読
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
購
読
料

は
１
０
０
０
円
（
郵

送
料
含
む
）
で
す
。

＊
育
友
会
員
お
よ
び
年
会
費
納
入
済
み
の

校
友
会
員
の
方
は
お
手
続
き
不
要
で
す
。

＊
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に
は
、
１

年
間
校
友
会
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。

＊
４
年
次
以
上
の
ご
父
母
に
は
払
込
取
扱

票
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】

〒
１
０
１-

８
４
２

５
（
専
用
郵
便
番

号
）
専
修
大
学
広
報
課

☎
０３
（
３
２
６
５
）
５
８
１
９

e-m
a
i
l

k
o
h
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.
a

c
.
j
p

専
修
大
学
産
学
連
携
キ
ャ
リ

ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
３

「
社
会
と
大
学
と
の
間
の
学

び
サ
イ
ク
ル
の
活
性
化
」

発
題
講
演
（
日
髙
義
博
専

修
大
学
長
）、
基
調
講
演
（
荒

川
詔
四
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
取

締
役
会
長
）
、
取
り
組
み
紹

介
の
ほ
か
、
「
専
修
大
学
は

産
業
界
と
ど
の
よ
う
に
連
携

し
、
人
材
を
育
成
し
て
い
く

べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ

ネ
リ
ス
ト
∥
菅
沼
堅
吾
東
京

新
聞
編
集
局
長
・
元
育
友
会

長
、
抱
山
洋
之
小
田
急
電
鉄

㈱
執
行
役
員
・
人
事
部
長
ほ

か
）を
行
う
。入
場
無
料
。

▽
日
時
∥
３
月
１５
日
（
金
）

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
∥
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
１３
時
～
１６
時
４５
分
▽

会
場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７

３
１
教
室
▽
要
申
し
込
み

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
左
記
へ
）


キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
☎
０
４
４
（
９
１
１
）

７
１
８
９

莊
評
議
員
と
専
大
松

戸
同
窓
会
か
ら
寄
付

本
学
評
議
員
の
莊
茂
登
彦

さ
ん
（
昭
４３
経
営
）
は
、
１２

月
１２
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
、
専
修
大
学
の
教
育

研
究
振
興
協
力
資
金
に
寄
付

を
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
専
修
大
学
松
戸
高

校
同
窓
会
（
高
田
浩
会
長
∥

昭
４１
商
）
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
石
巻
専
修
大

学
と
専
修
大
学
の
学
生
へ
の

支
援
金
を
本
学
に
贈
ら
れ

た
。
昨
年
１２
月
１９
日
、
高
田

会
長
ら
４
人
が
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
日
髙
義
博
理

事
長
・
学
長
に
手
渡
し
た
。

専
修
大
学
松
戸
高
校
同
窓

会
は
１０
月
２８
日
、
５０
周
年
記

念
・
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
一

部
を
支
援
金
と
し
た
。

〈
室
蘭
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１５
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
か

ら
徒
歩
１０
分
「
中
嶋
神
社
・

蓬
峡
殿
」

伊
勢
俊
幸
氏
☎

０
１
４
３
（
２３
）
３
１
０
３

（
室
蘭
地
方
法
人
会
内
）

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩

７
分
「
ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン

ト
旭
川
２
Ｆ
」

赤
松
壽
美

氏
☎
０
９
０
（
８
８
９
８
）

４
２
２
５

〈
三
三
会
総
会
〉

▽
３
月
３
日
（
日
）
１８
時
開

会
～
４
日
（
月
）
▽
箱
根
湯

本
駅
か
ら
徒
歩
６
分
「
箱
根

湯
本
温
泉
・
吉
池
」

今
福

義
幸
氏
☎
０３
（
３
２
６
９
）

１
４
３
５

「東日本大地震」により、被災した学生への支援金を

今年度も募集しております。皆様の温かいご支援をお

願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０－１－６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大

学のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

◆
日
時
∥
３
月
２２
日
（
金
）
午
後
１
時
３０
分
（
予
定
）

◆
会
場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
階
広
場
（
雨
天
時
は
地

下
１
階
学
生
ホ
ー
ル
）

※
「
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
」
登
録
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
く
の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
」
は
、
専
修
大
学
と
卒
業

生
お
よ
び
卒
業
生
同
士
の
交

流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
卒
業
生
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
学
籍
番
号@

y
m
.
s
e
n
s

h
u
- u
.
j
p

）
が
取
得
で
き

ま
す
。

●
大
学
／
校
友
会
よ
り
卒
業

生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等

を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

ご
登
録
対
象
者
は
１
９
９

８
年
（
平
成
１０
年
）
３
月
以

降
に
卒
業
し
た
方
と
な
り
ま

す
。
登
録
方
法
、
利
用
方
法

等
は
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
０
１
３
年
３
月

卒
業
の
方
は
２
月
２２
日
か
ら

登
録
開
始
と
な
り
ま
す
。

年
会
費
納
入
の
お
願
い

１３
年
度
の
校
友
会
年
会
費

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
振

込
用
紙
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
事
務
局
☎
０３（
３
２
６
５
）

７
５
７
９
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
年
会
費
納
入
者
に
は

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
を
毎

月
、
校
友
会
誌「
ア
ド
ニ
ス
」

を
年
４
回
お
届
け
し
ま
す
。

先
の
総
選
挙
で
初
当
選
を

果
た
し
、
宮
崎
県
政
か
ら
国

政
へ
と
活
躍
の
場
を
移
し
た

東
国
原
英
夫
さ
ん
（
昭
５５
経

済
）
が
タ
レ
ン
ト
の
島
田
洋

七
氏
と
、
い
ま
日
本
か
ら
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
家
族
の
絆
に

つ
い
て
縦
横
に
語
り
尽
く

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
と
祖
母

へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
。

昭
和
３０
年
代
、
九
州
の
田

舎
で
貧
し
い
少
年
時
代
を
送

っ
た
２
人
。
佐
賀
の
島
田
さ

ん
に
は
「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
が
、
宮
崎
の
東
国
原
さ

ん
に
は
「
て
げ
な（
す
ご
い
）

か
あ
ち
ゃ
ん
」
が
い
た
。

東
国
原
さ
ん
の
母
・
タ
ミ

さ
ん
は
セ
メ
ン
ト
工
場
で
汗

に
ま
み
れ
な
が
ら
働
き
、
２

人
の
子
供
を
育
て
た
。
「
宮

崎
の
て
げ
な
か
あ
ち
ゃ
ん
あ

っ
て
の
自
分
で
あ
る
こ
と

に
、
ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て

い
る
」と
い
う
東
国
原
さ
ん
。

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な

い
母
親
の
大
き
な
愛
情
の
あ

り
が
た
さ
、
高
度
成
長
期
に

生
き
た
女
性
の
強
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
（
徳
間
文
庫
・

本
体
５
５
２
円
＋
税
）

ド
ラ
マ
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
―
仁

―
」
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
な
ど
数
々

の
テ
レ
ビ
番
組
の
時
代
考
証

を
手
掛
け
て
い
る
山
田
順
子

さ
ん
（
昭
５１
文
）
。
本
書
で

は
江
戸
の
食
生
活
、
風
俗
な

ど
を
、
ド
ラ
マ
制
作
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
交
え
な
が
ら
時
代

考
証
家
な
ら
で
は
の
独
自
の

視
点
で
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
る
。

江
戸
城
の
正
月
料
理
と
し

て
出
さ
れ
て
い
た
も
の
は
？

毎
年
８
月
１
日
は
江
戸
城

も
吉
原
も
お
祭
り
騒
ぎ
だ
っ

た
の
は
な
ぜ
か
？

江
戸
の

町
が
左
側
通
行
だ
っ
た
の
は

な
ぜ
か
？

本
書
を
読
め
ば

そ
ん
な
疑
問
が
た
ち
ど
こ
ろ

に
氷
解
す
る
。

雑
誌
連
載
の
コ
ラ
ム
に
加

筆
修
正
さ
れ
た
も
の
で
、
一

話
一
話
が
短
く
、
読
み
や
す

い
江
戸
風
俗
の
入
門
書
と
な

っ
て
い
る
。（
じ
っ
ぴ
コ
ン
パ

ク
ト
新
書
〈
実
業
之
日
本

社
〉
・
本
体
７
６
２
円
＋
税
）

専
修
大
学
と
小
田
急
電
鉄
㈱
の

連
携
協
定
を
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
課
題
解

決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い

て
、
小
田
急
電
鉄
の
企
業
Ｐ
Ｒ
企

画
・
立
案
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
そ
の
最
終
報
告

会
が
１２
月
１２
日
、
小
田
急
電
鉄
㈱

本
社
で
行
わ
れ
た
∥
写
真
。
先
に

開
か
れ
た
寄
付
講
座
「
地
域
と
共

生
す
る
小
田
急
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
と
事
業
戦
略
」
（
担
当
∥
徳
田

賢
二
経
済
学
部
教
授
）
の
履
修
者

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
１０
月
の
中
間
報
告
会
を
経
て

ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
、
学
生
１２

人
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
発
表
し
た
。

Ａ
チ
ー
ム
は
、
小
田
急
グ
ル
ー

プ
の
ホ
テ
ル
を
訪
れ
、
飲
料
水
の

源
泉
を
探
す
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア

ー
」
や
子
ど
も
向
け
の
工
場
見
学

を
企
画
。
Ｂ
チ
ー
ム
は
「
帰
り
た

く
な
る
沿
線
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

小
田
急
沿
線
を
舞
台
に
描
か
れ
た

ア
ニ
メ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
提

案
。
Ｃ
チ
ー
ム
は
、
若
い
世
代
に

人
気
の
あ
る
街
の
特
色
を
分
析

し
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
考
え

た
。
小
田
急
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
か
ら

「
着
眼
点
や
テ
ー
マ
設
定
に
工
夫

が
み
ら
れ
た
」
「
論
理
的
な
説
得

力
、
斬
新
な
発
想
力
が
光
っ
た
」

と
の
講
評
を
受
け
、
リ
ー
ダ
ー
の

松
浦
輝
直
さ
ん
（
商
３
）
は
大
き

な
自
信
を
得
た
。
「
物
事
を
主
体

お
く

的
に
と
ら
え
る
力
と
、
臆
す
る
こ

と
な
く
自
分
の
意
見
を
発
言
で
き

る
度
胸
が
つ
い
た
」
と
活
動
を
振

り
返
っ
た
。

「
か
わ
さ
き
環
境
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
大
賞
」表
彰
式

校
友
会
主
催

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

本
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

取
り
組
み
が
大
賞
を
受
賞

松
浦
さ
ん
ら
１２
人
が
最
終
報
告

課題解決型インターンシップ

広
報
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

小田急電鉄の効果的ＰＲ考案

「
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
」

利
用
者
募
集
中


公
開
講
座
情
報

▲ 表彰を受ける田中英樹管理部長代理（右）

キャリアデザインセンター主催

「
育
友
」１
３
２
号

２
月
５
日
発
行

▲ 日髙理事長（左から２人目）

と莊氏（右から２人目）

▲ 専大松戸高同窓会から

支援金が贈られた

強い専大スポーツを取り戻そう

「スポーツ・サポーターズクラブ」誕生

＜校友＞

絆佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
宮
崎
の

て
げ
な
か
あ
ち
ゃ
ん

▲ あいさつする宮岡代表

「「東東日日本本大大震震災災」」にによよりり被被災災ししたた
学学生生等等にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

お
江
戸
八
百
八
町

三
百
六
十
五
日

東
国
原

英
夫
共
著

山
田

順
子
著
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